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ＪＡ山梨みらいの概要　（2023年10月31日現在）
○組合員数　
　正組合員 … …………………… 13,393人
　准組合員 … …………………… 14,340人
　合　　計 … …………………… 27,733人

○信用事業
　貯金残高 … ………… 2,182億2,183万円
　貸出金残高 … ………… 654億7,362万円

○共済事業
　長期共済保有高 … … 6,791億5,764万円

○購買事業
　購買品取扱高 … …………17億5,084万円

○販売事業
　販売品取扱高 … …………33億1,357万円

年金相談のご案内年金相談のご案内 事前準備から請求手続き、アフターフォ事前準備から請求手続き、アフターフォ
ローまで JA が確実にサポートします。ローまで JA が確実にサポートします。

○ お申し込み方法
　最寄りの支店または、
　本店 信用部までお申し付けください。
　 市 川 支 店　TEL: 055-272-1211
　 六 郷 支 店　TEL: 0556-32-2041
　 青 柳 支 店　TEL: 0556-22-5115
　 身 延 支 店　TEL: 0556-62-1017

　 栄 　 支 　 店　TEL: 0556-64-3161
　 竜 王 支 店　TEL: 055-276-2026
　 昭 和 支 店　TEL: 055-275-2121
　 山 城 支 店　TEL: 055-241-5141
　 アルプス通り支店　TEL: 055-288-8700
　 本 店  信 用 部　TEL: 055-223-9631

○ 相談開催日時　毎週火曜日・木曜日　午前９時～午後５時

相談会は予約制とさせていただきます。相談会は予約制とさせていただきます。
ご希望の日時にそえない場合がございますので、あらかじめご了承ください。ご希望の日時にそえない場合がございますので、あらかじめご了承ください。
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萩 原 爲 仁

利用者アンケートの実施について利用者アンケートの実施について
平素よりＪＡ山梨みらいをご利用いただきありがとうございます。
ＪＡ山梨みらいでは、ご利用者の生の声を聞かせていただき、
今後の事業運営に活かしていきたいと考えております。
みなさまの貴重なご意見をお待ちしております。

なお、アンケートをご回答いただいた方の中から抽選でなお、アンケートをご回答いただいた方の中から抽選で
合計 20 名様に南部茶のペットボトル一箱 (500ml 24 本入 ) を合計 20 名様に南部茶のペットボトル一箱 (500ml 24 本入 ) を
プレゼントいたします。プレゼントいたします。

※アンケートの締切は 2024 年 1月 31日までとなります
※ご回答はお一人様一回とさせていただきます
※当選者の発表は、賞品の発送をもって代えさせていただきます
※ご回答いただいた個人情報は賞品発送の目的以外には利用しません
※このアンケートは予告なく変更、中止となることがあります

謹んで新春のお慶びを申し上げます CONTENTS
P3	 新年のご挨拶
P4-5	 県下 JA合同企画
P6	 トピックス
P7	 Happy 女性部
	 JA共済書道・ポスターコンクール	

P8	 第70回 山梨県農業まつり式典
P9	 相続登記の申請が義務化されます
P10-13	 相続税及び贈与税の税制改正
P14	 相続に関するお悩みは JAへ	
P15	 購買事業のインボイス対応
P15	 農業用廃プラスチックの適正処理を
P15	 理事会報告
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Ａ
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催
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瀬
ス

ポ
ー
ツ
公
園
球
技
場
に

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
Ｊ
Ａ
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Ａ
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梨
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Ａ
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た
。
各
コ
ー
ト
で
は

日
頃
の
成
果
を
発
揮

し
、
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

10/19

　

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り
と

甲
府
大
好
き
ま
つ
り
が
小
瀬

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
同
時
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
で

は
甲
府
市
の
農
林
業
振
興
に

貢
献
を
し
た
方
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い

の
組
合
員
で
あ
る
白
須 

純

雄 

様
が
農
業
功
績
賞 

果
実

部
門
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

お
祭
り
で
は
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
や
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
ス
ペ

シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
多

く
の
出
店
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。
当
Ｊ
Ａ
甲
府
地
区
の

農
家
の
方
々
も
出
店
し
、
地

元
の
新
鮮
な
農
産
物
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

番
茶
フ
ェ
ス
へ
出
展　

南
部
茶
を
Ｐ
Ｒ

10/29

　

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
と
山
梨

県
茶
振
興
協
議
会
は
東
京
の

松
屋
銀
座
で
開
か
れ
た
番
茶

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
出
展
を

行
い
ま
し
た
。
南
部
茶
を
広

く
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
都
内
の
イ

ベ
ン
ト
へ
初
め
て
出
展
し
ま

し
た
。
茶
葉
や
テ
ィ
ー
バ
ッ

グ
を
販
売
し
た
ほ
か
、
南
部

茶
プ
レ
ミ
ア
ム
テ
ィ
ー
「
甲

斐
の
き
ら
め
き
」
の
特
別
試

飲
会
も
行
い
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
に
は
全
国
の
10
団
体
が

出
展
し
ま
し
た
。

山
梨
県
農
業
ま
つ
り
に
て

農
産
品
を
販
売

　

山
梨
県
農
業
ま
つ
り
「
ふ
る
さ
と
特
産
品

フ
ェ
ア
」
が
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
開
催
さ

れ
、
23
団
体
が
出
展
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
山
梨
み

ら
い
で
は
キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
「
レ
イ
ン
ボ
ー

レ
ッ
ド
」
や
「
あ
け
ぼ
の
大
豆
」、「
や
は
た
い

も
」
な
ど
の
旬
な
特
産
品
の
販
売
を
行
い
、
多

く
の
方
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
当
Ｊ
Ａ
の
市
川
支
部
と
甲
府
地
区
の
女
性

部
が
「
民
謡
・
芸
能
の
つ
ど
い
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
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西
湖
西
湖

収
穫
祭
へ

収
穫
祭
へ

出
店
出
店

10/
28・29

甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り
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山
梨
県
農
協
中
央
会
長
賞

山
梨
学
院
小
5
年　

村
松　

音
春

知事賞　半紙の部
竜王東小６年　滝川　結菜

山梨県農協中央会長賞　半紙の部
玉幡中３年　名執　柚季

知
事
賞

押
原
中
2
年　

伊
藤 

愛
永

山
梨
県
農
協
中
央
会
長
賞　

条
幅
の
部

伊
勢
小
6
年　

岡
里　

奏
佑

令和５年度ＪＡ共済

小・中学生 書道、交通安全ポスターコンクール 書道コンクール特別賞
特別賞名 部　門 学　年 氏　名 学校名

知事賞 半紙の部 小学 6年 滝
タキ

川
ガワ

　結
ユ

菜
ナ 竜王東小

山梨県
農協中央会長賞

半紙の部 中学 3年 名
ナ

執
トリ

　柚
ユズ

季
キ 玉幡中

条幅の部 小学 6年 岡
オカ

里
リ

　奏
ソウ

佑
スケ 伊勢小

教育長賞
半紙の部 小学 5年 見

ミ

井
イ

田
ダ

　芽
メイ

咲
サ 西条小

条幅の部 小学 2年 見
ミ

井
イ

田
ダ

　実
ミ

咲
サキ 西条小

全国共済連山梨県本部
運営委員会長賞

半紙の部 小学 3年 内
ウチ

田
ダ

　佳
ヨシ

花
カ 敷島南小

条幅の部 小学 4年 有
アリ

泉
イズミ

　慶
ケイ

亮
スケ 山梨学院小

山梨放送賞 半紙の部 中学 1年 佐
サ

野
ノ

　かのこ 南部中

テレビ山梨賞 条幅の部 中学 3年 田
タ

中
ナカ

　未
ミ

優
ユ 城南中

交通安全ポスターコンクール特別賞
特別賞名 学　年 氏　名 学校名

知事賞 中学 2年 伊
イ

藤
トウ

　愛
マ

永
ナ 押原中

山梨県農協中央会長賞 小学 5年 村
ムラ

松
マツ

　音
オト

春
ハ 山梨学院小

教育長賞

小学 2年 松
マツ

木
キ

　結
ユ

陽
ヒ 朝日小

小学 6年 佐
サ

野
ノ

　智
チ

優
ヒロ 甲運小

中学 3年 古
フル

屋
ヤ

　麻
マ

奈
ナ

実
ミ 山梨学院中

全国共済連山梨県本部
運営委員会長賞 中学 1年 永

ナガ

井
イ

　柚
ユ

衣
イ

甲府北中

NHK甲府放送局長賞 小学 3年 岩
イワ

﨑
サキ

　葵
アオ

彩
イ 山梨学院教育

学部付属小

10
３

10
28

11
７

10
６

11
２

本部　視察研修

青柳支部　男性料理教室

甲府地区
健康ウォーキング

中富支部　けでぇ作り

農業まつり　民謡・芸能のつどいグラウンドゴルフ大会

10/23 竜王支部　　10/24 大塚支部
10/25 昭和支部　　11/16 敷島支部

市川支部
「市川三郷音頭」

甲府地区
「甲州よっちゃばれ踊り」

10
21

昭和支部
健康教室「笑いヨガ」

11
14
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西
湖
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ

　

西
湖
「
ア
ミ
ュ
ー
ズ

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
広
場

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
の
広
場

に
て
、
秋
の
山
梨
を
満

に
て
、
秋
の
山
梨
を
満

喫
で
き
る
体
験
型
収
穫

喫
で
き
る
体
験
型
収
穫

祭
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ　

Ｈ

祭
「
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｋ
Ｏ　

Ｈ

Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ

Ａ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｔ  

Ｆ
Ｅ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｓ
Ｔ
Ａ  

～
西
湖
収
穫

～
西
湖
収
穫

祭
～
」
が
開
催
さ
れ
、

祭
～
」
が
開
催
さ
れ
、

22
日
間
で
延
べ
７
０
０

日
間
で
延
べ
７
０
０

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

人
が
来
場
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
で
は

Ｊ
Ａ
山
梨
み
ら
い
で
は

南
部
茶
プ
レ
ミ
ア
ム

南
部
茶
プ
レ
ミ
ア
ム

テ
ィ
ー
や
キ
ウ
イ
フ

テ
ィ
ー
や
キ
ウ
イ
フ

ル
ー
ツ
「
レ
イ
ン
ボ
ー

ル
ー
ツ
「
レ
イ
ン
ボ
ー

レ
ッ
ド
」
な
ど
の
販
売

レ
ッ
ド
」
な
ど
の
販
売

を
行
い
ま
し
た
。

を
行
い
ま
し
た
。



佐野 文秀
住所：身延町
経営の内容：あけぼの大豆 8.5a

功績の概要

　佐野氏は、現在、町内のあけぼの大豆の最大の
催しである「産地フェア直売会及び収穫体験」の
原型となる枝豆収穫体験イベントを平成 18 年に
身延町商工会と共同でスタートさせた。
　あけぼの大豆を用いた加工品の開発や地理的表
示 ( ＧＩ ) 登録によるブランド化の向上等、現在
のあけぼの大豆を核とした地域農業の活性化への
取り組みにつながっている。また、産地フェアの
直売所及び収穫体験にほ場を提供するなどあけぼ
の大豆の生産振興に対し大きく貢献している。

加藤　武彦
　　　昭子
住所：南部町
経営の内容：茶 20a　　　水稲 10a
　　　　　　普通畑 5a

功績の概要

　加藤氏は昭子さんとともに、製紙会社に在職中
から茶栽培に携わっていたが、定年退職後からは
茶の栽培に本格的に取り組んでいる。地域の栽培
者や肥料業者、関係機関と連携した施肥体系の改
善や適切な栽培管理など地域全体の茶栽培の技術
向上に尽力している。
　山梨県茶品評会においても、平成 25 年から 27
年にかけて毎年入賞し、高品質な茶の栽培が高い
評価を受けている。また、旧ふじかわ農業協同組
合で理事 ( 経済部門 ) を務めなど、地域農産物の「南
部茶」の生産振興に対して多大な貢献をしている。

山梨みらい農業協同組合　野菜部
団体の構成：部員数　532 名
　部員内訳 ( 兼務あり )
　　トウモロコシ部会 276 名　ナス部会 172 名
　　トマト部会 50 名　キュウリ部会 35 名
　　洋菜部会 15 名　一般野菜部会 111 名

功績の概要

　山梨みらい農業協同組合野菜部は、旧農協の垣
根を取り払った一つの農協としてのまとまりに重
きを置き、管内の広範囲で栽培しているスイート
コーンやナスの各地域で培われた品種や技術を共
有することで、産地の更なる発展に努めている。
　主力品目の出荷規格や出荷箱を統一した一元販
売を実現するとともに、施設野菜では他農協とも
協同した出荷体制を整備している。また、農業者
の収益向上に繋がる活動を積極的に行い、産地及
び本県農業の発展に大いに貢献している。

株式会社　桑郷   住所：市川三郷町
代表取締役社長　韓 ( ハン )　成旼 ( ソンミン )

団体構成：代表取締役社長　
　　　　　副社長　専務　常務　社員 3 名
　　　　　契約社員及びアルバイト職員 23 名

功績の概要

　養蚕業の衰退や生産者の高齢化により耕作放棄地
化した桑畑を再生し、自ら桑栽培に取り組み、令和
４年現在栽培面積は 10ha にまで拡大している。今
後はさらに 20ha まで拡大していく計画である。
　この地域発祥の優良品種であった「一瀬桑」を
新たな農業資源として発掘し、「桑の葉茶」や「桑
茶パウダー」、「桑の実ジャム」など多様な商品の
開発に成功しており、生産から加工販売までを一
貫して手がけ、県内スーパーや直売所の他、自社
のオンラインショップなどで販路拡大を図り、地
域の農業生産に大きく貢献している。

第70回第70回
山梨県農業山梨県農業
まつり式典まつり式典
農水産業農水産業
功績者表彰功績者表彰

左から	 JA 山梨みらい野菜部副部長 渡邊千雪 様、株式会社桑郷 代表取締役社長 韓成旼 様
	 佐野文秀 様　加藤様ご夫婦

令和５年10月11日

農産部門

特産部門

野菜部門

流通・加工
部門

“ かがやけ ” みらい　18号（8）“ かがやけ ” みらい　18号（8）“ かがやけ ” みらい　18号（9）“ かがやけ ” みらい　18号（9）

令和６年４月１日から令和６年４月１日から
相続登記の申請が相続登記の申請が
義務化義務化※※されます！されます！

※正当な理由がなく義務に違反した場合、10 万円以下の
過料が科されることがあります

Ｑ 1	 不動産（土地・建物）の相続登記が義務化されるのはなぜですか？
Ａ 1	 相続登記がされないため、登記簿を見ても所有者がわからない「所有者不明土地」が全国

で増加し、周辺の環境悪化や公共工事の阻害など社会問題になっています。
	 この問題解決のため、令和３年に法律が改正され、これまで任意だった相続登記が義務化

されることになりました。

Ｑ 2	 相続登記の義務化とはどのような内容ですか？
Ａ 2	 相続人は、不動産（土地・建物）を相続で取得したことを知った日から３年以内に、相続

登記をすることが法律上の義務になり、法務局に申請する必要があります。
	 正当な理由がないのに相続登記をしない場合、10 万円以下の過料が科される可能性があり

ます。
	 遺産分割の話合いで不動産取得した場合も、別途、遺産分割から３年以内に登記をする必

要があります。

Ｑ 3	 義務化が始まるのは、いつからですか？　始まった後に、対応すれば大丈夫
でしょうか？

Ａ 3	「相続登記の義務化」は、令和６年４月１日から始まります。ただ今のうちから備えておく
ことが重要です。

	 また、令和６年４月１日より前に相続した不動産も、相続登記がされていないものは、
義務化の対象になります（３年間の猶予期間があります。）ので要注意です。

Ｑ 4	 不動産を相続した場合、どう対応すれば良いですか？新制度のペナルティが
不安なのですが。 

Ａ 4	 相続人の間で早めに遺産分割の話合いを行い、不動産を取得した場合には、その結果に基
づいて法務局に相続登記をする必要があります。

	 早期の遺産分割が難しい場合には、今回新たに作られた「相続人申告登記」という戸籍な
どを提出して、自分が相続人であることを申告する簡便な手続を法務局でとって義務を果
たすことも出来ます。

遺産分割の話合いが
まとまった

早期に遺産分割を　　　　　
することが困難

※令和６年４月１日より前に相続した不動産は、令和９年３月 31 日までに対応する必要があります。

遺産分割の結果に基づく相続登記
不動産の相続を知った日から３年以内にする必要※

相続人申告登記
不動産の相続を知った日から３年以内にする必要※
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出典：国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）
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理事会報告 ９月・10月・11月の理事会が開催され、
次の議案が審議、承認されました
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令和５年９月13日開催
第１号議案	 令和５年度半期ディスクロージャー誌の開示

について

令和５年11月28日開催
第１号議案	 農産物検査業務規程の一部改正について
第２号議案	 役員に対する融資実行案件について
第３号議案	 冬季賞与の支給について

令和５年10月27日開催
第１号議案	 マネロン等関連規程類の一部改正について
第２号議案	 コンプライアンスマニュアルの一部改訂に

ついて
第３号議案	 資産査定要領の一部変更について
第４号議案	 有価証券の減損処理基準の制定について
第５号議案	 介護・福祉事業の事業方針について

農業用廃プラスチックの農業用廃プラスチックの
適正処理を適正処理を

農業で使ったマルチやビニール等の廃プラ
スチックは産業廃棄物です。法律で農業者
自らが適正に処理することが義務付けられ
ていますので、使用後は分別をしっかり行
い適正に処理をお願いします。

　 持込場所 	 公益社団法人山梨県農業用
	 廃プラスチック処理センター
　	 南アルプス市高田新田字川東３３－１

　 収集日 	 毎週２回　月曜日と木曜日（祝祭日の場合は翌日）
	 ８：30 ～ 11：30　13：00 ～ 16：30

　 その他 	 種類によっては有料になります。
詳しくはお問合せいただくかセンターのウェブサイトをご覧下さい。

2023年10月１日よりインボイス制度開
始にあたり JA 山梨みらいでは、商品購
入時に発行される 【 納品書兼請求書・
領収書・LP ガス検針はがき・給油所レ
シート 】 にて、インボイス対応とさせ
ていただきますので大切に保管 ( 再発
行不可）していただきますようお願い
申し上げます。

【お問い合わせ先】
　本店経済部　TEL：055-223-9660問合せ先　☎  055-284-0938（受付は平日８：30 ～ 16：30）

相続に関するお悩みは
ＪＡへご相談ください

© よりぞう

ご相談はお近くの支店へ
ＪＡ各部署や法律等の専門家と

連携してサポートいたします

✓	 遺言に関する相談
✓	 相続税の試算
✓	 遺産分割協議対策
✓	 相続税の軽減対策試算
✓	 不動産相続登記
✓	 農家の資産承継

各支店に『相続相談員』がおります。

こんなお悩みは 私たちにご相談を！

子や孫に財産を残したい…子や孫に財産を残したい…
どうすればどうすれば生前贈与は

生前贈与は

どうすればいいの
どうすればいいの

相続税の節税相続税の節税
対策はなにを対策はなにを

すればいいのか…すればいいのか…

相続対策として何が相続対策として何が
できるかわからないできるかわからない

相続で自宅や農地は
相続で自宅や農地は

どうなるの…どうなるの…

JA 山梨みらい

購買事業における購買事業における
インボイス制度のインボイス制度の

対応について対応について




